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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　原料土と水とを混練して泥土を生成する工程と、

　前記泥土に固化材を添加混合する工程と、を備える流動化処理土の製造方法であって、

　前記泥土の細粒分泥土密度ρ ｆの目標値を設定し、

　式１により算出された前記目標値に応じた前記泥土１ｍ
３
に含まれる水の量Ｍ ｗに基づ

いて前記泥土を調合することを特徴とする、流動化処理土の製造方法。
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【 数 １ 】

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 原 料 土 の 含 水 量 お よ び 細 粒 分 含 有 率 を 算 出 す る 工 程 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る

、 請 求 項 １ に 記 載 の 流 動 化 処 理 土 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 流 動 化 処 理 土 の 製 造 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 建 設 工 事 、 浚 渫 工 事 、 土 砂 採 掘 工 事 等 で 発 生 し た 建 設 汚 泥 を 含 む 発 生 土 （ 以 下 、 「 原 料

土 」 と い う ） を 、 流 動 化 処 理 土 の 主 材 と し て 再 利 用 す る 場 合 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 原 料 土 の 種 類 、 含 水 量 お よ び 細 粒 分 含 有 率 （ 細 粒 分 と 粗 粒 分 の 割 合 ） Ｆ ｃ が

安 定 し て い る と 、 こ の 原 料 土 に 定 量 の 水 と 定 量 の 固 化 材 を 添 加 混 合 す る の み で 、 品 質 （ 材

量 分 離 抵 抗 性 、 流 動 性 、 一 軸 圧 縮 強 さ 等 ） の 安 定 し た 流 動 化 処 理 土 を 製 造 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 そ の た め 、 原 料 土 は 、 含 水 量 や 細 粒 分 含 有 率 等 の 物 理 的 性 質 を 把 握 し て 、 同 類 の 物 理 的

性 質 を 有 し た 原 料 土 毎 に 仕 分 け し て 保 管 す る こ と が 望 ま し い 。

　 一 方 、 仕 分 け し た 原 料 土 を 保 管 す る た め に は 一 定 面 積 以 上 の ス ト ッ ク ヤ ー ド や 複 数 の ピ

ッ ト ま た は タ ン ク 等 を 用 意 す る 必 要 が あ る が 、 こ れ ら の ス ト ッ ク ヤ ー ド 、 ピ ッ ト ま た は タ

ン ク 等 を 配 置 す る た め の 用 地 を 確 保 す る こ と が 困 難 な 場 合 が 多 い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ の た め 、 原 料 土 の 管 理 は 、 土 の 種 類 毎 に 仕 分 け す る の が 一 般 的 で あ る 。

　 種 類 毎 に 仕 分 け さ れ た 原 料 土 は 、 そ の 物 理 的 性 質 が 安 定 し て お ら ず 、 特 に 土 を 構 成 す る

粘 土 や シ ル ト 等 の 細 粒 分 と 砂 や 礫 等 の 粗 粒 分 の 含 有 率 と 、 土 に 含 ま れ る 含 水 量 は 不 安 定 な

状 態 で 保 管 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 一 方 、 流 動 化 処 理 土 を 製 造 す る 際 に は 、 配 合 設 計 で 定 め ら れ た 量 の 水 を 原 料 土 に 添 加 し

て 解 泥 作 業 を 行 う 。 解 泥 作 業 で は 、 原 料 土 の 物 理 的 性 質 （ 含 水 量 や 細 粒 分 含 有 率 等 ） が 変

動 し た 場 合 で あ っ て も 所 定 量 の 水 が 添 加 さ れ る た め 、 流 動 化 処 理 土 の 品 質 に 変 動 が 生 じ て

し ま う 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】

　 そ の た め 、 本 出 願 人 は 、 安 定 し た 品 質 を 確 保 す る こ と を 可 能 と し た 流 動 化 処 理 土 の 製 造

方 法 を 多 数 開 発 し 、 実 用 化 に 至 っ て い る 。

　 本 出 願 人 が 開 発 し た 流 動 化 処 理 土 の 製 造 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 原 料 土 に 水 を 加 え て 試

料 泥 土 と し 、 試 料 泥 土 中 の 砂 分 を 除 く と と も に 水 を 加 え て 所 定 の 粘 性 を 有 し た 調 整 泥 土 と

し 、 さ ら に 、 調 整 泥 土 の 比 重 を 測 定 し て 、 こ の 比 重 に よ り 原 料 土 と 水 の 配 合 比 を 設 定 す る

方 法 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） や 、 原 料 土 に 水 を 加 え て 泥 土 と し 、 こ の 泥 土 に 固 化 材 を 加 え た 流

動 化 処 理 土 の フ ロ ー 値 を 測 定 し 、 当 該 フ ロ ー 値 が 予 め 設 定 さ れ た 目 標 フ ロ ー 値 の 範 囲 内 に

な る よ う に 、 泥 土 の 原 料 土 と 水 と の 配 合 を 設 定 す る 方 法 （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ２ ０ ５ ０ ８ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ５ １ ２ ４ ７ ４ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 前 記 従 来 の 流 動 化 処 理 土 の 製 造 方 法 は 、 生 成 さ れ た 泥 土 や 流 動 化 処 理 土 の 性 状 を 測 定 し

、 そ の 測 定 結 果 を フ ィ ー ド バ ッ ク し て 原 料 土 に 添 加 す る 水 の 量 を 決 定 す る た め 、 作 業 に 手

間 が か か っ て い た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の よ う な 観 点 か ら 、 本 発 明 は 、 簡 易 に 安 定 し た 品 質 の 流 動 化 処 理 土 を 製 造 す る こ と を

可 能 と し た 流 動 化 処 理 土 の 製 造 方 法 を 提 案 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 は 、 原 料 土 と 水 と を 混 練 し て 泥 土 を 生 成 す る 工 程 と 、

前 記 泥 土 に 固 化 材 を 添 加 混 合 す る 工 程 と を 備 え る 流 動 化 処 理 土 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記

泥 土 の 細 粒 分 泥 土 密 度 ρ ｆ の 目 標 値 を 設 定 し 、 式 １ に よ り 算 出 さ れ た 前 記 目 標 値 に 応 じ た

前 記 泥 土 １ ｍ
３

に 含 ま れ る 水 の 量 Ｍ ｗ に 基 づ い て 前 記 泥 土 を 調 合 す る こ と を 特 徴 と し て い

る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

【 数 １ 】
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【 ０ ０ １ ３ 】

　 か か る 流 動 化 処 理 土 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 原 料 土 に 混 合 す る 水 の 量 を 、 原 料 土 の 物 性 値

に 応 じ て 算 出 す る た め 、 所 望 の 品 質 の 泥 土 を 簡 易 に 生 成 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 生

成 さ れ た 泥 土 や 流 動 化 処 理 土 に 対 し て 物 性 値 を 測 定 し 、 そ の 測 定 結 果 を フ ィ ー ド バ ッ ク す

る 手 間 を 省 略 す る こ と が で き る 。

　 し た が っ て 、 品 質 の ば ら つ き が な く 、 か つ 、 材 料 分 離 抵 抗 性 を 有 し 、 な お か つ 、 流 動 性

が 確 保 さ れ た 、 高 品 質 な 流 動 化 処 理 土 を 簡 易 に 製 造 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 な お 、 前 記 流 動 化 処 理 土 の 製 造 方 法 で は 、 あ ら か じ め 、 原 料 土 の 細 粒 分 含 有 率 Ｆ ｃ （ ％

） 及 び 含 水 比 ω （ ％ ） ま た は 含 水 率 ｎ （ ％ ） を 測 定 す る か 、 推 定 し て お く 。 ま た 泥 土 の 細

粒 分 泥 土 密 度 ρ ｆ の 目 標 値 を 設 定 し て お く 。 こ の 条 件 下 で 目 標 値 の 細 粒 分 泥 土 密 度 ρ ｆ を

１ ｍ
３

生 成 す る 量 が 原 料 土 と 水 の 配 合 質 量 （ 式 ２ 参 照 ） と な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

【 数 ２ 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 前 記 流 動 化 処 理 土 の 製 造 方 法 で は 、 前 記 原 料 土 の 含 水 量 お よ び 細 粒 分 含 有 率 を 予 め 算 出

し て お く の が 望 ま し い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の 流 動 化 処 理 土 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 簡 易 に 安 定 し た 品 質 の 流 動 化 処 理 土 を 生 成

す る こ と を 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 泥 土 の 細 粒 分 泥 土 密 度 ρ ｆ の 目 標 値 を 設 定 し て 式 １ に よ り 算 出 し た 泥 土 １ ｍ
３

あ

た り の 水 の 量 と 原 料 土 の 細 粒 分 含 有 率 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ２ 】 泥 土 の 細 粒 分 泥 土 密 度 の 目 標 値 と 品 質 を 確 保 す る 上 限 と 下 限 の 泥 土 の 細 粒 分 泥 土

密 度 の 目 標 値 を 設 定 し て 式 １ に よ り 算 出 し た 泥 土 密 度 と 原 料 土 の 細 粒 分 含 有 率 と の 関 係 を

示 す グ ラ フ で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】
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　 本 実 施 形 態 の 流 動 化 処 理 土 の 製 造 方 法 は 、 物 性 値 算 出 工 程 と 、 泥 土 生 成 工 程 と 、 固 化 材

混 合 工 程 と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 物 性 値 算 出 工 程 は 、 原 料 土 の 含 水 量 お よ び 細 粒 分 含 有 率 を 算 出 す る 工 程 で あ る 。

　 原 料 土 の 含 水 量 の 算 出 方 法 は 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 、 下 記 の 方 法 に よ り 行

え ば よ い 。

　 ま ず 、 体 積 メ モ リ の あ る 容 器 に 少 量 の 原 料 土 を 投 入 し 、 そ の 質 量 （ 土 粒 子 の 質 量 Ｍ ｓ ＋

原 料 土 の 含 水 比 Ｍ ｗ ’ ） を 測 定 す る 。 次 に 、 原 料 土 が 入 っ た 容 器 に 、 所 定 の 体 積 に な る ま

で 水 を 加 え て 撹 拌 す る 。 撹 拌 に よ り 内 部 の 空 気 を 除 去 し た ら 、 容 器 内 の 泥 土 の 質 量 Ｍ と 体

積 Ｖ を 測 定 す る 。

　 泥 土 の 質 量 Ｍ と 体 積 Ｖ に よ り 、 式 ３ を 利 用 し て 、 泥 土 密 度 ρ ｔ を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

【 数 ３ 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 泥 土 密 度 ρ ｔ を 算 出 し た ら 、 土 粒 子 の 密 度 Ｇ ｓ を 決 定 し て 、 式 ４ に よ り 、 １ ｃ ｍ
３

当 た

り の 土 粒 子 の 質 量 ｍ ｓ を 算 出 す る 。 な お 、 土 粒 子 の 密 度 Ｇ ｓ は 、 実 測 し て も よ い し 、 標 準

的 な 値 を 使 用 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

【 数 ４ 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 容 器 内 の 原 料 土 に 含 ま れ る 土 粒 子 の 質 量 Ｍ ｓ は 、 ｍ ｓ × Ｖ （ ｇ ） と な る 。

　 次 に 、 は じ め に 測 定 し た 原 料 土 の 質 量 か ら 土 粒 子 の 質 量 Ｍ ｓ を 減 じ て 原 料 土 の 含 水 量 Ｍ

ｗ ’ を 算 出 す る 。

　 よ っ て 、 原 料 土 の 含 水 比 ω は 、 Ｍ ｗ ’ ／ Ｍ ｓ × １ ０ ０ （ ％ ） と な り 、 ま た 、 含 水 率 ｎ は

、 Ｍ ｗ ’ ／ （ Ｍ ｓ ＋ Ｍ ｗ ’ ） × １ ０ ０ （ ％ ） と な る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 そ し て 、 含 水 率 ｎ を 利 用 し て 、 単 位 質 量 、 例 え ば １ ト ン の 原 料 土 に 含 ま れ る 水 の 質 量 （

含 水 量 ） を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 細 粒 分 含 有 率 Ｆ ｃ の 算 出 方 法 は 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 、 下 記 の 方 法 に よ り

行 え ば よ い 。

　 ま ず 、 体 積 メ モ リ の あ る 容 器 内 の 泥 土 を 撹 拌 し た の ち 、 容 器 を 静 置 す る 。 そ う す る と 、

撹 拌 に よ り 細 粒 分 泥 土 か ら 洗 い 出 さ れ た 砂 分 が 沈 降 し 、 容 器 の 下 部 に 堆 積 す る 。

　 こ の 砂 分 の 空 隙 を 含 む 見 か け の 体 積 を メ モ リ に よ り 測 定 す る こ と で 、 原 料 土 中 の 砂 分 の

概 ね の 量 を 把 握 す る 。 原 料 土 の 砂 分 の 量 を 把 握 す る こ と が で き れ ば 、 原 料 土 の 土 粒 子 の 量

と 砂 分 の 量 と の 関 係 に よ り 、 細 粒 分 の 量 を 算 出 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 泥 土 生 成 工 程 は 、 原 料 土 と 水 と を 混 練 し て 泥 土 を 生 成 す る 工 程 で あ る 。

　 泥 土 の 生 成 は 、 泥 土 の 細 粒 分 泥 土 密 度 ρ ｆ の 目 標 値 を 設 定 し 、 目 標 値 に 応 じ た 泥 土 １ ｍ
３

に 含 ま れ る 水 の 量 Ｍ ｗ が 、 式 １ に 示 す 量 と な る よ う に 調 整 す る 。 す な わ ち 、 原 料 土 に 投

入 す る 水 の 添 加 水 量 Ｗ は 、 水 の 量 Ｍ ｗ か ら 原 料 土 の 含 水 量 Ｍ ｗ ’ を 減 じ た 量 と な る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】
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【 数 ５ 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 式 １ に よ り 算 出 さ れ た 水 の 量 Ｍ ｗ と 細 粒 分 含 有 率 Ｆ ｃ と の 関 係 に よ り 、 図 １ に 示 す グ ラ

フ を 作 成 す る こ と が で き る 。

　 図 １ に 示 す よ う に 、 原 料 土 に 含 ま れ る 細 粒 分 含 有 率 Ｆ ｃ （ ％ ） に 変 動 が 生 じ て も 、 水 の

量 Ｍ ｗ を 式 １ （ 図 １ ） に 応 じ て 設 定 す る こ と で 、 細 粒 分 泥 土 密 度 ρ ｆ が 一 定 の 泥 土 を 製 造

す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 含 有 率 Ｆ ｃ が ０ ． ４ で あ れ ば 、 水 の 量 Ｍ ｗ が ０ ． ８ ｍ
３

で あ

る こ と が 直 ち に わ か る た め 、 原 料 土 の 投 入 す る 水 の 量 Ｗ を 速 や か に 決 定 で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 泥 土 の 生 成 は 、 メ モ リ が 付 さ れ た 混 合 容 器 （ タ ン ク 、 ピ ッ ト 等 ） に 、 算 出 さ れ た 添 加 水

量 Ｗ を 投 入 し た の ち 、 原 料 土 を 投 入 し 、 混 練 す る こ と に よ り 行 え ば よ い 。

　 こ の と き 、 添 加 水 量 Ｗ お よ び 原 料 土 の 量 は 、 混 合 容 器 に 付 さ れ た メ モ リ に よ り 計 測 す る

。

　 な お 、 混 合 容 器 に は 必 ず し も メ モ リ が 付 さ れ て い る 必 要 は な く 、 添 加 水 お よ び 原 料 土 の

量 の 計 測 方 法 は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 混 合 容 器 へ は 、 原 料 土 を 投 入 し て か ら 水 を 投 入 し て

も よ く 、 原 料 土 お よ び 水 の 投 入 の 順 序 も 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 固 化 材 混 合 工 程 は 、 泥 土 に 所 定 量 の 固 化 材 を 添 加 混 合 し て 、 流 動 化 処 理 土 を 製 造 す る 工

程 で あ る 。

　 泥 土 に 対 す る 固 化 材 の 投 入 量 は 、 適 宜 設 定 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 以 上 、 本 実 施 形 態 の 流 動 化 処 理 土 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 原 料 土 に 混 合 す る 水 の 量 を 、 原

料 土 の 物 性 値 に 応 じ て 算 出 す る た め 、 所 望 の 品 質 の 泥 土 を 簡 易 に 生 成 す る こ と が で き る 。

す な わ ち 、 生 成 さ れ た 泥 土 や 流 動 化 処 理 土 に 対 し て 物 性 値 を 測 定 し 、 そ の 測 定 結 果 を フ ィ

ー ド バ ッ ク す る 手 間 を 省 略 す る こ と が で き る 。

　 し た が っ て 、 品 質 の ば ら つ き が な く 、 か つ 、 材 料 分 離 抵 抗 性 を 有 し 、 な お か つ 、 流 動 性

が 確 保 さ れ た 、 高 品 質 な 流 動 化 処 理 土 を 簡 易 に 製 造 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 以 上 、 本 発 明 に つ い て 、 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 は 、 前 述 の

各 実 施 形 態 に 限 ら れ ず 、 前 記 の 各 構 成 要 素 に つ い て は 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で

、 適 宜 変 更 が 可 能 で あ る こ と は い う ま で も な い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 例 え ば 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 所 望 の 細 粒 分 泥 土 密 度 ρ ｆ を 確 保 す る た め に 泥 土 １ ｍ
３
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含 ま れ る 水 の 量 Ｍ ｗ を 算 出 し て 、 泥 土 作 成 時 の 添 加 水 量 Ｗ を 調 整 す る 場 合 に つ い て 説 明 し

た が 、 式 ５ を 利 用 し て 、 所 望 の 細 粒 分 泥 土 密 度 ρ ｆ を 確 保 す る た め に 泥 土 １ ｍ
３

に 含 ま れ

る 土 粒 子 質 量 Ｍ ｓ を 算 出 し て 、 泥 土 作 成 時 に 原 料 土 の 添 加 土 量 を 調 整 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

【 数 ６ 】

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 原 料 土 に つ い て 含 水 量 測 定 お よ び 細 粒 分 含 有 率 の 測 定 が 行 わ れ て い な い 場 合 に は

、 原 料 土 と 水 の 配 合 質 量 を 正 確 に 算 出 す る こ と が で き な い の で 、 以 下 の 方 法 に よ り 流 動 化

処 理 土 を 製 造 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま ず 、 原 料 土 の 含 水 量 と 細 粒 分 含 有 率 を 目 視 お よ び 手 の 触 感 に よ り 推 定 す る 。 同 時 に 泥

土 の 細 粒 分 泥 土 密 度 ρ ｆ の 目 標 値 を 設 定 し 、 含 水 量 と 細 粒 分 含 有 率 と 細 粒 分 泥 土 密 度 の 目

標 値 か ら 原 料 土 と 水 の 配 合 質 量 を 決 め る 。

　 続 い て 、 過 去 の 配 合 事 例 や 実 験 等 の 結 果 に よ り 、 泥 土 の 細 粒 分 泥 土 密 度 ρ ｆ の 目 標 値 と

し て 材 料 分 離 抵 抗 が 確 保 さ れ る た め に 必 要 な 細 粒 分 泥 土 の 下 限 の 密 度 （ 材 料 分 離 限 界 密 度

） と 、 セ ル フ レ ベ リ ン グ 性 能 を 確 保 す る た め に 必 要 な 細 粒 分 泥 土 の 上 限 の 密 度 （ セ ル フ レ

ベ リ ン グ 限 界 密 度 ） を 割 り 出 す 。

　 こ れ ら の 細 粒 分 泥 土 の 材 料 分 離 限 界 密 度 ま た は セ ル フ レ ベ リ ン グ 限 界 密 度 を ρ ｆ と し 、

泥 土 の 細 粒 分 含 有 率 Ｆ ｃ を 変 数 と し て 式 １ に 代 入 す る と 、 細 粒 分 含 有 率 Ｆ ｃ が 変 化 し た 時

の 泥 土 密 度 が 求 り 、 図 ２ に 示 す ２ 本 の 曲 線 を 作 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 次 に 、 泥 土 の 細 粒 土 泥 土 密 度 の 目 標 値 に 対 し て 式 １ に よ り 細 粒 分 含 有 率 Ｆ ｃ を 変 数 と し

て 式 １ に 代 入 す る と 、 細 粒 分 泥 土 密 度 の 目 標 値 に 対 し て 細 粒 分 含 有 率 Ｆ ｃ が 変 化 し た と き

の 泥 土 密 度 の 曲 線 が 、 図 ２ に 示 す ２ 本 の 曲 線 の 中 間 に 描 が か れ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 そ し て 、 作 成 し た 泥 土 の 泥 土 密 度 を 測 定 す る 。 こ の 測 定 値 と 、 図 ２ の 細 粒 分 含 有 率 Ｆ ｃ

及 び 泥 土 密 度 と の 関 係 を 示 す 曲 線 と を 比 較 す る 。

　 比 較 の 結 果 、 泥 土 密 度 の 測 定 値 が 、 推 定 し た 細 粒 分 含 有 率 Ｆ ｃ と 目 標 と す る 細 粒 土 泥 土
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密 度 の 関 係 か ら 得 ら れ る 泥 土 の 密 度 と 等 し い か 、 近 似 す れ ば 、 投 入 し た 土 に 含 ま れ る 含 水

量 お よ び 細 粒 分 含 有 率 Ｆ ｃ が 想 定 通 り で あ る と い え る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 一 方 、 泥 土 密 度 の 測 定 値 と 図 か ら 得 ら れ る 泥 土 の 密 度 と に 差 が あ る 場 合 は 、 含 水 量 の 想

定 値 が 実 際 の 含 水 量 と 異 な っ て い る こ と が 分 か る た め 、 適 宜 添 加 水 量 Ｗ を 調 整 す る 。

　 泥 土 密 度 の 測 定 値 が 目 標 値 よ り も 大 き い 場 合 は 、 含 水 量 を 多 く 予 想 し て 添 加 水 量 が 少 な

く な っ て い る た め 、 添 加 水 量 Ｗ を 増 加 す る 。

　 一 方 、 泥 土 密 度 の 測 定 値 が 図 か ら 得 ら れ る 泥 土 密 度 よ り も 小 さ い 場 合 は 、 含 水 量 を 少 な

く 予 想 し て 添 加 水 量 が 多 く な っ て い る た め 、 原 料 土 の 添 加 量 を 多 く す る か 、 添 加 水 量 を 減

ら す 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 こ の と き 泥 土 密 度 の 測 定 値 が 、 図 ２ に お け る 材 料 分 離 限 界 密 度 の 曲 線 と セ ル フ レ ベ リ ン

グ 限 界 密 度 の 曲 線 と に よ り 挟 ま れ た 範 囲 内 で あ れ ば 、 泥 土 は 材 料 分 離 抵 抗 性 と 流 動 性 を 確

保 し て い る と い え る の で 、 推 定 し た 含 水 量 と 細 粒 分 含 有 率 Ｆ ｃ は 、 適 正 範 囲 に あ る の で 、

添 加 水 量 の 調 整 だ け で よ い 。

　 範 囲 外 の 時 は 、 推 定 し た 原 料 土 の 含 水 量 と 細 粒 分 含 有 率 が 、 適 性 範 囲 を 逸 脱 し て い る の

で 、 泥 土 の 測 定 値 が 図 ２ に お け る 材 料 分 離 限 界 密 度 の 曲 線 と セ ル フ レ ベ リ ン グ 限 界 密 度 の

曲 線 と に よ り 挟 ま れ た 範 囲 内 に 収 ま る よ う 、 再 度 、 推 定 す る 。 以 降 は 、 同 じ 作 業 を 繰 り 返

す 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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